高等学校　情報C　評価規準

0　対象学年、コース・類型、単位数、使用教科書

　　第（　１　）学年　　（　　　　）型　　　（　２　）単位　　高等学校　情報C最新版（啓林館）
１　情報Cの目標、評価の観点及びその趣旨

　(1)　目標

(2)　評価の観点及びその趣旨

	　関心・意欲・態度
	思考・判断
	技能・表現
	知識・理解

	情報のディジタル化や情報通信ネットワークの特性に関心をもち、表現やコミュニケーションにおいてコンピュータなどを進んで活用しようとするとともに、情報社会に主体的に対応しようとする。
	表現やコミュニケーションの目的に応じて方法を工夫したり、結果を踏まえて改善するとともに、情報の収集・発信に伴う問題などを踏まえた適切な判断をする。
	情報のディジタル化や情報通信ネットワークの特性を生かして、表現やコミュニケーションにおいてコンピュータなどを効果的に活用する。
	表現やコミュニケーションにおいてコンピュータなどを効果的に活用するための基礎的な知識を身につけるとともに、情報化の進展が社会に及ぼす影響を理解している。


２　評価規準の具体例

	学習項目
	学習のねらい
	評価規準

	第1章
　情報のディジタル表現と情報機器

　第１節　情報のディジタル化


	音やアナログ信号のディジタル化のしくみを理解させる。 
画像や映像のディジタル化のしくみを理解させる。
数値が2進数で表現できることを理解させる。
文字のコード化のしくみを理解させる。
ディジタル化の方法は，標本化，量子化とコード化に整理できることを理解させる。 与えられた文字，静止画，映像など情報の量を計算できるようにさせる。
ディジタル化された情報を保存したり送信したりするときの利点を理解させる。
	関心・意欲
・態度
	身の回りのアナログとディジタルの機器の違いに興味を持ち，積極的に理解しようとしたか。

さまざまな情報のディジタル化に興味を持ち，その仕組みを積極的に調べようとしたか。

コンピュータの画像や文字，音楽などの機能を積極的に使って，ディジタル化された情報の理解に努めたか。

	
	
	思考・判断
	ディジタル化の長所・短所を理解し，使い分けたり，コンピュータで扱う情報の制約を判断したりできたか。

	
	
	技能・表現
	指でビットの表現を正確に表せたか。

文字コードを理解し，コード入力ができたか。

標本化や量子化の違いによる音や画像の表現を変えることができたか。

２進数と１０進数の簡単な変換ができたか。

	
	
	知識・理解
	様々な特徴があるアナログ情報をディジタル化する仕組みが理解できたか。

あらゆる情報がディジタル化されていく理由や，その落とし穴について十分理解しているか。２進数を使う理由とその簡単な演算が理解できたか。

情報量とその表現方法が理解できたか。

	　第２節　情報機器の種類と特性


	身のまわりのディジタル情報機器の特徴を理解させる。

多様な形態の情報がマルチメディアとして統合的に扱えることを理解させる。

情報機器を活用すると，多様な形態の情報を簡単に統合できることを体験させる。
	関心・意欲
・態度
	身の回りにある情報機器にはどのようなものがあるか，また，時代とともにどう変遷したか，積極的に調査したか。

それぞれの情報機器の特性や使用目的を，興味を持ってまとめたか。

	
	
	思考・判断
	ディジタル情報機器の特性を考えて，それぞれに適した情報機器や記録メディアを判断し，選択利用できたか。
携帯情報通信端末が仕事の効率化に寄与する場面を考察できたか。

	
	
	技能・表現
	適切なメディアや情報機器を選んで，情報を記録できたか。

さまざまな情報のディジタル化が社会をどう変化させてきたか，伝えることができたか。

	
	
	知識・理解
	社会の中の情報システムで機能する情報機器の役目を理解できたか。

マルチメディアを扱うコンピュータの統合情報処理機能を理解できたか。

	第２章　情報通信ネットワークとコミュニケーション

　第１節　情報通信ネットワークとインターネット
	情報ネットワーク、特にインターネットのしくみを科学的に理解する。
	関心・意欲
・態度
	社会ではどのようなネットワークが利用されているか意欲的に調査したか。

インターネットを支えるしくみを科学的に理解しようとしたか。

	
	
	思考・判断
	インターネットの基本的なしくみをイメージし，通信に必要な機能を考察できたか。

情報の量とネットワークへの負担の関係を意識していたか。

	
	
	技能・表現
	プロトコルやIPアドレスを理解していたか。

インターネットで世界中のコンピュータがつながるメカニズムが説明できたか。
通信速度を定量的に理解し，計算できたか。

	
	
	知識・理解
	インターネットでのデータの送受信の仕組みが正しく理解できたか。
映像や音声の送受信と通信速度の関係が理解できたか。

	　第２節　電子メールとコミュニケーション


	電子メールやメールアドレスはどんな形式になっているのかを理解させる。

電子メール届くしくみを理解させる。

電子メールはサーバ等の情報を設定する必要があることを理解させる。

メール利用上の留意点を理解し，正しいルールやマナーを守ることを学ぶ。

メールの機能を利用した他の様式を理解させる。
	関心・意欲

・態度
	電子メールのしくみやマナーについて積極的に調べたか。
電子メールのマナーを守って，意欲的に利用していたか。

	
	
	思考・判断
	電子メールの利点と欠点が判断できたか。

情報モラルを判断して電子メールが利用できたか。

	
	
	技能・表現
	メールアドレスのしくみや，サーバの設定方法を正しく説明できたか。
電子メールやメーリングリスト，掲示板等のマナーやモラルを正しく伝えることができたか。

	
	
	知識・理解
	電子メールの届くしくみが理解できたか。
電子メールの問題点や影の部分について正しく理解していたか。

メーリングリストやメールマガジン，掲示板等について，正しく活用する方法を理解したか。

	　第３節　WWW
	WWWのしくみを理解し、利用上の注意点を理解する。

検索エンジンを利用し、状況に応じて情報検索ができるようになる。
	関心・意欲

・態度
	ＷＷＷのしくみを関心を持って調べたか。
意欲的に検索サービスを理解し，利用したか。

	
	
	思考・判断
	目的によって判断し，検索サービスを切り替えたか。
Webページが効率よく情報を表示するしくみを考察し，少ない情報量で効率よく表現する方法を判断して提案できたか。

	
	
	技能・表現
	URLを理解し，正しく記述できるか。

検索サービスの違いを理解して，正しく検索できたか。
Webページを閲覧するしくみを説明できたか。

	
	
	知識・理解
	ＷＷＷのしくみやURLを正しく理解できたか。
Webページを閲覧する技術が理解できたか。

	第４節　Webページで情報発信

	受信者にわかりやすいレイアウトとは何かを理解させる。

マルチメディアデータを用いた効果を知る。

受信者に配慮した情報発信のあり方を理解させる。
	関心・意欲

・態度
	意欲的に作品素材を収集し，Webページの制作にあたったか。
Html等の理解に熱心だったか。

	
	
	思考・判断
	分かりやすい誤解の少ない表現を考察できたか。
受信者への配慮を常に考えながら，Webページを制作していたか。

	
	
	技能・表現
	Htmlを理解し，画像やリンクの挿入が正しく行えたか。

分かりやすく，表現力のあるWebページが作成できたか。

	
	
	知識・理解
	Webページの評価の観点を理解し，作品に生かすことができたか。
ＷＷＷで公開するときのモラルやマナーなど注意点を理解し，作品を制作したか。

	第３章　情報モラルとセキュリティ

　第１節　情報社会と個人のモラル
	情報は，一般に公開されることによって利用価値が高くなることを認識させる。

個人的な情報は，むやみに公開すべきでないことを認識させる。


	関心・意欲

・態度
	情報社会の影の部分の危険性と，その対策を積極的に調べたか。
ネットワークへ参加するときのマナーや注意点を意欲的に学ぼうとしたか。

	
	
	思考・判断
	常に相手への配慮や個人の責任を判断して情報の収集・発信を行ったか。
ネットワーク上ではバーチャルなコミュニティであることが判断できていたか。

	
	
	技能・表現
	情報の量やその圧縮と，ネットワークへの配慮を説明できたか。
相手を配慮した情報の発信ができたか。

	
	
	知識・理解
	多くの情報がインターネットなどによって公開されている実態と危険性を理解できたか。
著作権や個人情報の入力，掲示板，チャットなどの注意点が理解できていたか。

	　第２節　情報を保護する制度


	情報社会においては，個人情報は互いに尊重し，保護すべきであることを理解させる。

公開されている情報には，すべて著作権者がいて，著作権を互いに尊重し保護することにより情報の創造と円滑な共有が成立することを理解させる。
	関心・意欲

・態度
	積極的に公開されている情報を検索しようとしたか。
個人情報や著作権に関心を持ち，積極的に守っていく態度が育成できたか。

	
	
	思考・判断
	限定公開と一般公開の違いが判断できたか。

Webページの発信で，許可されない情報等が判断できたか。

	
	
	技能・表現
	個人情報とは何か，またその扱いの注意を説明できたか。

著作権はどのように発生し，また，どのような権利か説明できたか。

	
	
	知識・理解
	個人情報を正しく理解し，扱うことができたか。
知的財産権の保護を正しく理解できたか。

	　第３節　セキュリティ


	セキュリティを保つ責任を理解させる。
不正アクセスやコンピュータウイルスへの対処方法を知る。

安全性確保の方法を理解する。
	関心・意欲

・態度
	情報セキュリティやコンピュータ犯罪への対策を意欲的に調査したか。

積極的にセキュリティを保とうとする態度が育成できたか。

	
	
	思考・判断
	情報システムを守る責任の重要性を考察できたか。

ネットワークでの不正行為が正しく判断でき，説明できたか。

	
	
	技能・表現
	適切なパスワードを作成し，管理できたか。
具体的なセキュリティ対策をまとめ，発表できたか。

	
	
	知識・理解
	情報セキュリティポリシーを理解できたか。
暗号やアクセスログの管理等，安全性確保の方法が理解できたか。

	第４章

　問題解決のための情報収集とプレゼンテーション

　第１節　問題解決のための情報収集

	問題の分析と把握、問題解決のための情報の収集、分析、プレゼンテーションの一連の作業の流れを体験的に理解させる。

分析した情報をもとに、論理的な組み立てについて理解し、表やグラフなどを利用した分かりやすい資料が作成できるようにする。
	関心・意欲

・態度
	生活の中の問題やその解決の情報収集を熱心に行ったか。
収集した情報を的確に分析し，論理的にまとめ，わかりやすく表現する態度が育成できたか。

	
	
	思考・判断
	収集した情報が適切なものか分析し，判断できたか。
インタビューやアンケート項目が適切であったか判断できたか。

	
	
	技能・表現
	適切なインタビューやアンケート調査が行えたか。
論の組み立ては適切なものだったか。

調査結果を適切にまとめて発表できたか。

	
	
	知識・理解
	マナーを守って適切に情報を収集する方法や，信頼性の高い情報で論を構成する方法が理解できたか。

	第２節　プレゼンテーション


	プレゼンテーションとは、自分の考えや意見を積極的に相手に提示する行為であり，情報収集・情報の吟味・論の組み立てを環境に配慮して行うことを理解させる。

プレゼンテーションの注意事項や評価方法を理解させる。
	関心・意欲

・態度
	積極的にプレゼンテーションを準備したか。
熱心に意欲的に相手を説得しようとする態度で説明することができたか。

	
	
	思考・判断
	内容の判断や，環境への配慮はできていたか。
効果的なプレゼンテーションの手法を選択できたか。

	
	
	技能・表現
	聞き手の反応を意識した，分かりやすく，説得力のあるプレゼンテーションであったか。
自己評価・相互評価が正しくできたか。

プレゼンテーションソフトの効果的な使い方はできていたか。

	
	
	知識・理解
	相手を納得させるための技術を理解し，効果的なプレゼンテーションのために必要な知識や，表現技術を理解できたか。

	第５章　総合演習

第１節　情報社会について考える


	統合的に，情報社会がわれわれに及ぼしている影響を考えさせる。
リベートを行って立場を変えて議論させるのも効果的である。
	関心・意欲

・態度
	積極的に情報社会であることを示すデータを収集できたか。
情報を冷静に検討し，分析する態度が育成できたか。

	
	
	思考・判断
	現在が情報社会であると根拠を整理して判断できたか。

	
	
	技能・表現
	情報社会であることの条件を説明できるか。

適切なプレゼンテーションが行えたか。

	
	
	知識・理解
	情報社会の諸問題を検討し，プレゼンにまとめて議論していく方法が理解できたか。 

	　第２節　課題演習

	表計算ソフトウェアなどの簡単な統計分析機能やグラフ作成機能などを扱いながら，情報を分析する。

自分の課題の調査・分析結果を論理的にまとめ、発表する。
	関心・意欲

・態度
	積極的にグループ討議に参加し，発言したか。
課題を設定し，意欲的に調査し，まとめることができたか。

	
	
	思考・判断
	収集した情報を適切に判断し，分析することができたか。
グループの意見を統合し，まとめることができたか。

	
	
	技能・表現
	説得力のある表現やグラフが活用できたか。
プレゼンは適切であったか。

	
	
	知識・理解
	クラス全体で話し合い，熱心な議論にするためのプレゼンのあり方や司会の方法などが理解できたか。

	第６章

　情報化の進展と社会への影響

　第１節　社会で利用されている情報システム


	社会で利用されている情報システムに目を向け，その種類と特性を理解させる。

情報システムの進歩が社会に与える影響を考えさせる。 


	関心・意欲

・態度
	実際に社会に出て意欲的に情報システムを調査したか。
コンピュータはこれからどのように形態を変えながら社会を変えていくか，意欲的に調査したか。

	
	
	思考・判断
	いろいろな情報が完全に管理されるようになるとどのような利点と弊害が生じるか判断できたか。

	
	
	技能・表現
	コンピュータが情報システムの中でどのように機能しているかまとめ，説明できたか。

	
	
	知識・理解
	様々な分野にコンピュータが使われ，ネットワークと結びついて便利なシステムを構成し，生活を便利にしていることが理解できたか。

	　第２節　情報システムの信頼性のくふう


	情報システムのもろさを知り，障害対策等信頼性への配慮を考えさせる。

謝りや不正アクセスへの対策等，信頼性を高めるためのくふうを理解させる。
	関心・意欲

・態度
	情報システムに障害が生じたり，エラーがあったりするとどのような危険性が生じるか，またその解決方法を意欲的に調査したか。

	
	
	思考・判断
	情報システムのエラーに対して基本的判断ができたか。
障害に備える対策を考えてまとめ，発表することができたか。

バリアフリーやユニバーサルデザインの判断をして商品を見ることができたか。

	
	
	技能・表現
	情報システムの信頼性を高める技術を発表できたか。

送受信されるデータの誤り検出や修正の方法を理解し，説明できたか。

	
	
	知識・理解
	システムに障害がつきものであり，その対策を十分に講じなければいけないことが理解できたか。
人為ミスを減らす方法が重要であると認識できているか。

	　第３節　情報化が社会に及ぼす影響

	情報化の進展が生活を便利にし，社会を充実させてきたことを学ばせる。
情報化の「影」の部分を認識させ，克服するための心構えと工夫について考えさせる。 情報化が社会に及ぼす影響について，さまざまな面から認識させ，望ましい情報社会の在り方を考えさせる。
	関心・意欲

・態度
	情報化が社会に与える影響を，積極的に総合的に調べようとしたか。
積極的に情報社会に参画しようとする態度が育成できたか。

	
	
	思考・判断
	インターネットショッピングやオークションなどでトラブルに巻き込まれない判断ができていたか。
情報機器で健康を害することがないような注意を分け前，判断できたか。

	
	
	技能・表現
	情報化で生活がどのように変わるかまとめることができたか。
情報化で気をつけないといけないことや配慮しないといけないことが説明できたか。

	
	
	知識・理解
	情報化の光と影を意識し，よりよい情報社会を作り，参加していく姿勢を理解できたか。
情報化によって資源の有効利用等，健康で豊かな生活を築くための知識が得られたか。 





情報のディジタル化や情報通信ネットワークの特性を理解させ、表現やコミュニケーションにおいてコンピュータなどを効果的に活用する能力を養うとともに、情報化の進展が社会に及ぼす影響を理解させ、情報社会に参加する上での望ましい態度を育てる。
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